


当第３四半期累計期間のわが国経済は、米国金融市場問題に端を発する金融不安の影響など、世界経
済の減速懸念の中、企業の設備投資や円高による輸出の減少および個人消費も冷え込んでくるなど、企
業景況感の悪化や先行きの不透明感、不安定感が払拭されず先行き極めて厳しい局面が予想されます。
 当社の関連する市場におきましても、公共投資は依然として減少基調にあり、引き続き厳しい経営環
境が続いております。 
 このような環境の下、当社は、当期経営方針「人財力・組織力・経営力３つのチカラを結集する」を
柱に、事業変革および収益改善に努めてまいりました。特に、当第３四半期会計期間においては、高付
加価値製品である「ライン導水ブロック」等の積極的販売活動、販売網強化のための代理店設置等営業
推進活動、人件費をはじめとした販売管理費の抑制等に加え、前四半期より新たな収益確保施策として
具体的に取り組んだ遊休不動産の売却が完了し、資金面及び収益への貢献がはかられました。昨年12月
初旬に開催された「建設技術展２００８近畿」において、当社製品「ツイン側溝」が注目技術賞を受賞
したことも、当社の強みである技術力が高く評価されたものと自負しております。 
 その結果、当第３四半期累計期間の売上高は16億18百万円（前年同期比2.0％減少）、営業損失は１
億83百万円（同66百万円の改善）、経常損失は１億80百万円（同61百万円の改善）、四半期純損失は１
億37百万円（同１億11百万円の改善）となりました。 
なお、当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14

日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会
平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。したがいまして、当第３四半
期累計期間の損益計算書と前年同期の損益計算書とでは作成基準が異なるため、前年同期比較に関する
情報は参考として記載しております。 

  

(1) 当第３四半期末の資産、負債及び純資産の状況 
 （資産） 

当第３四半期末の流動資産は18億37百万円となり、前事業年度末に比べ１億63百万円増加しまし
た。 
 現金及び預金の増加１億43百万円、未成工事支出金の増加１億４百万円および製品在庫の減少60百
万円が主な理由であります。 
当第３四半期末の固定資産は24億52百万円となり、前事業年度末に比べ１億59百万円減少しまし

た。 
 固定資産売却・償却進行などによる有形固定資産の減少89百万円、投資有価証券の評価差額などに
よる投資その他の資産の減少68百万円が主な理由であります。 
 この結果、総資産は42億90百万円となり、前事業年度末に比べ４百万円増加しました。 

（負債） 
当第３四半期末の流動負債は４億91百万円となり、前事業年度末に比べ１億78百万円増加しまし

た。 
 前受金の増加などによる流動負債その他の増加１億18百万円、支払手形及び買掛金の増加87百万円
が主な理由であります。 
当第３四半期末の固定負債は６億70百万円となり、前事業年度末に比べ１百万円減少しました。 

 退職給付引当金の増加６百万円、役員退職慰労引当金の減少４百万円が主な理由であります。 
 この結果、負債合計は11億61百万円となり、前事業年度末に比べ１億77百万円増加しました。 

（純資産） 
当第３四半期末の純資産は31億28百万円となり、前事業年度末に比べ１億72百万円減少しました。

 利益剰余金の減少１億37百万円、自己株式取得による影響16百万円が主な理由であります。 
なお、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を目的として、自己株式の取得を実施いたしま

した。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報
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(2) 当第３四半期のキャッシュ・フローの状況 
当第３四半期末の現金及び現金同等物は３億41百万円となり、前事業年度末に比べ１億42百万円増

加しました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、84百万円（前年同期１億６百万円の資金使用）となりました。 
 収入の主な内訳は、その他の流動負債の増加１億７百万円、仕入債務の増加額88百万円であり、支
出の主な内訳は、税引前四半期純損失１億35百万円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果得られた資金は、77百万円（前年同期11百万円の資金獲得）となりました。 

 収入の主な内訳は、有形固定資産の売却による収入１億円であり、支出の主な内訳は、有形固定資
産の取得による支出22百万円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は、16百万円（前年同期31百万円の資金使用）となりました。 

 支出の主な内訳は、自己株式の取得による支出16百万円であります。 

当社は、平成20年５月23日に公表した平成21年３月期の通期業績予想について、売上高27億円、営業
損失１億50百万円、経常損失１億50百万円、当期純損失１億10百万円に修正いたします。 
 なお、当該業績修正は、第４四半期会計期間の業績はほぼ当初計画どおり推移するものと予想してお
りますが、当第３四半期累計期間の売上高が前回発表予想を下回ったことを主因としております。 
  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
② 棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 経過勘定項目の算定方法 
合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

  

① 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企
業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成
19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規
則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

② 当事業年度より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企
業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切
下げの方法）に変更しております。 
 この結果、当第３四半期累計期間においては、従来の方法によった場合に比べ、税引前四半期純損
失が29百万円増加しております。 

3. 業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 408,862 265,294

受取手形及び売掛金 712,243 737,413

商品 70,720 74,972

製品 435,773 496,403

原材料 60,356 57,045

未成工事支出金 109,133 5,014

その他 59,408 55,277

貸倒引当金 △18,608 △17,520

流動資産合計 1,837,890 1,673,900

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 592,294 620,877

土地 1,438,527 1,460,800

その他（純額） 264,905 303,096

有形固定資産合計 2,295,727 2,384,775

無形固定資産 7,051 8,346

投資その他の資産   

その他 190,539 261,723

貸倒引当金 △40,429 △42,822

投資その他の資産合計 150,109 218,900

固定資産合計 2,452,888 2,612,022

資産合計 4,290,779 4,285,923

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 239,827 152,322

未払法人税等 3,358 3,168

完成工事補償引当金 148 321

賞与引当金 26,478 54,144

その他 221,200 102,247

流動負債合計 491,013 312,203

固定負債   

退職給付引当金 70,423 64,209

役員退職慰労引当金 597,740 602,610

その他 2,744 5,376

固定負債合計 670,907 672,195

負債合計 1,161,921 984,399
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 249,075 249,075

利益剰余金 2,682,443 2,819,806

自己株式 △308,627 △291,983

株主資本合計 3,122,891 3,276,897

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,966 24,626

評価・換算差額等合計 5,966 24,626

純資産合計 3,128,857 3,301,523

負債純資産合計 4,290,779 4,285,923

╦ₐ⅍╒≢╒₥≡╒ 4176 ι 10
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